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泰山北斗
リーダーの風格、堂々たる表情

　昨年11月、日本中が熱狂したＦＩＦＡワールドカップ。私も夜中に早朝にと
眠気と戦いながら、大躍進の日本チームを応援していました。そんな中、ある
                        一人の外国人選手に目がとまりました。それはクロ
                        アチア代表のルカ・モドリッチ選手（37歳）。チー
                        ムの要となって戦い、今大会でクロアチアを３位に
                        導く大活躍を見せました。私はサッカーに特別詳し
                        いわけではありませんので、ポジションやプレーが
                        気になったわけではありません。気になったのは、
                        モドリッチ選手の表情です。幾度となく訪れたピン
                        チにも、堂々と落ち着いたその表情がなぜか気にな
                        りました。もちろん国を代表とする選手ですので、
堂々としていて当たり前なのですが、スポーツ界で活躍している大谷翔平選手
や、もとメジャーリーガーのイチロー選手とはどこか違う雰囲気です。その違
いは「何だろう？」と思い、モドリッチ選手について調べてみました。クロア
チアのチームメイトによれば「彼は鋭い観察眼の持ち主で、チームメイトのこ
とや周囲で起こっているあらゆる出来事を常に観察している。そしてピッチ上
では言動やプレーで我々を常に引っ張るリーダーであり、彼がいるだけで我々
は常にファイトする姿勢が保てる。」とコメントしていました。なるほど！モ
ドリッチ選手の表情には、選手としてだけでなくチームを引っ張るリーダーと
しての風格も漂っていたんだというのがわかりました。自分のプレーだけでな
く、常にチームの状態を見つめ、チームを引っ張り、そして他の選手から信頼
される、そんなリーダーとしての風格がうかがえました。

　いよいよ暦は３月。これまで北中学校の伝統を引き継いでくれた３年生がも
うすぐ卒業します。その伝統のバトンを受け取って走り出す１，２年生。バト
ンが上手に繋がったこれからの北中学校の成長が楽しみでなりません。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　校長　城下　俊介

　さて、先日本校では「委嘱状・委任状渡しの会」
が行われました。今年度の新生徒会長をはじめ１・
２年生の新規役員を正式に任命する会です。新生徒
会長の榛葉祐介さんには校長から委嘱状を、新生徒
会役員と各委員長には榛葉生徒会長から委任状を渡
します。会場である会議室に行くと、すでに代表の
生徒たち約20名が集まっていました。少し緊張しな
がらも友達と話したり笑ったりと、とても明るい雰
囲気です。ところが会が始まった途端、教室の雰囲気が一変します。全体がド
シッと落ち着いた雰囲気で、教室に静寂感が漂います。生徒たちの顔を見渡す
と、一人一人の表情が大変立派で凜としているのに気がつきました。任された
役職をきちんと果たそうとする意欲さえ感じられ、もうすでに北中学校を引っ
張る生徒代表の顔をしているのです。まさにリーダーの風格。代表生徒たちの
顔を見て「これなら北中は大丈夫だ」と安心感を覚えました。また、委任状を
受け取る時は、表情が見えるように距離を取ってマスクを外しました。その表
情は更に立派で、普段マスクで見えない口元がキリッとしているのがわかりま
す。その時、ふとワールドカップのテレビ画面で見たモドリッチ選手と同じ雰
囲気を感じたのです。言葉では上手く表現できませんが、リーダーとしての自
信に満ちた風格を感じた時間でした。



「学校運営協議会授業参観　2/2」

「トルコ・シリア大地震被災者支援募金活動　2/21～28」

保護者の皆様へ
　保護者の皆様の御協力のおかげで、２月も円滑な学校教育活動を行うことが
できました。３月には、３年生の公立高校入試（３／２木・３金）、修了式・
卒業証書授与式（３／17金）が控えています。手洗い・マスクの着用等、感染
拡大の防止に御協力願います。また、御家族を含め、発熱等の症状がある場合
は、登校を見合わせるよう御協力願います。

【３月の教育活動】

※学校の様子は「ｅじゃん掛川」に掲載しています。北中ホームページの「北中ニュース」から
　も入れます。是非御覧ください。

　学校運営協議会委員の皆様が来校され、２時間目
の授業を参観されました。
　参観後の会議では、委員の皆様から「全体的に生
徒が笑顔でやわらかい雰囲気であり、一生懸命取り
組んでいた。」「視覚的な工夫があり、板書もきれ
いでわかりやすかった。それが生徒の一生懸命な姿
につながっている。」「登下校時の、生徒が気持ち
よくあいさつをしてくれたり返してくれている。」
などなど多くのお褒めの言葉をいただきました。

　生徒会（ユネスコ委員会）が中心となり、2/6に
発生したトルコ・シリア大地震の被災者支援を行う
ため、2/21火から2/28火までの５日間、登校時の生
徒昇降口にて災害支援募金活動を行いました。
　活動初日（2/21火）に静岡新聞が取材に来校され、
2/22水の静岡新聞朝刊で活動が紹介されました。
　５日間で集まった災害支援募金額は106,118円で
した。活動への御協力ありがとうございました。
　災害支援募金は、北中の「まごころ」と一緒に
「協働遠州」に御協力いただき、被災地へ届けられます。


